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ウェアラブルエレクトロニクス・圧力センサーに応用可能なナノ構造ポリジメチルシロキサ

ンの作製と応用

概 要：

【目的】機械を人間の生活環境で利用する際に，機械技術で使用される物質をナノメートルレベルに制御する

ことで新しい利用法が生まれる。例えば，21世紀に登場したウェアラブルエレクトロニクス技術 (スマート

フォン腕時計やディスプレイコンタクトレンズなど) では，フレキシブルで高解像度，低コストプロセスで

作製可能なナノスケール発光デバイスが必要であり，人間と機械の単純なインターフェースとして高感度な

ナノ圧力センサー (タッチパネルなど) 技術も求められる。助成金受領者は有機電子デバイス技術を駆使し

て，これらの次世代デバイスの要素技術の開発に取り組む。高解像度ディスプレイおよび圧力センサーに関

する研究成果が認められ，Nano S&T- 2016にて招待講演を行う機会を得たため，本会議に参加した。

【意義】Nano S&T-2016 では，医療応用されるナノ光線力学療法などの生命科学からエネルギー科学まで幅

広い分野の研究者が集結し，各分野でのナノデバイスの応用に関する研究発表が数多くなされる。助成金受

領者の開発するナノ材料・ナノデバイスの新たな応用分野を開拓するために，本国際会議に参加して情報収

集と研究交流を行うことは，今後の研究展開に不可欠である。

【成果／効果】Nano S&T-2016 では，様々な分野の専門家の研究発表に参加し，研究交流を多く行ったため，

新たなバイオインスピレーションのハイブリッドナノ材料の溶媒蒸気センサーを開発する国際 (カナダ・ド

イツ・中国・日本) 共同研究プロジェクトを始めることができた。また，低コストでタッチパネルを作成す

るプロジェクトについては台湾の国立清華大学の教授と相談ができたため，それらのプロセスを向上するこ

とができた。
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